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１．研究の背景と目的 

日本の大豆の作付面積の 85%(2012)を占める転換畑は排水性が悪く，降雨後，作土内が滞水すること

による湿害が広く問題となっている.大豆の湿害リスクを予見するために地下水位の変動とともに，転換

畑および地区全体の排水特性を把握する必要がある.本研究では，下層の透水条件が異なる２つの圃場の

圃場内水位と排水特性との関連を比較することによって，転換畑の地下排水構造について検討した. 

２．方法 

(1)調査地概要 調査圃場はそれぞれ，福井市の農業法人（ファインファームしもなか;代表理事組合長:

武澤義明氏）の管理する転換畑（以降，福井と称する）と新潟県上越市にある中央農業総合研究セン

ター（北陸研究センター）内の転換畑（以降，新潟と称する）である.福井の区画は 90 a(90 m×100 

m)であり暗渠が 10m間隔で計 8本埋設されている.冬作に大麦，夏作に大豆が栽培されていた(2012

年).一方，新潟の区画は 20 a(20 m×100 m)であり暗渠が 7.5m間隔で計 4本埋設されている.夏作に大

豆が栽培されていた(2014年).下層の透水係数は，福井が 10-4～10-5cm s-1であったのに対し，新潟では

10-7～10-8cm s-1と非常に小さかった. 

(2)排水観測方法 それぞれの圃場の地

表および暗渠排水量を測定した.地表，

暗渠出口に塩化ビニル管を接続し，排水

路の上を導水して，電磁流量計に導い

た.福井では地表用は全ての出口からの

排水をまとめて 1箇所で測定し，暗渠に

ついては，上流側と下流側の 2箇所に分

けて測定を行なった.一方，新潟では地

表用，暗渠用それぞれの出口からの排水

をまとめて 1 箇所で測定を行なった.観

測期間は福井では2012年7月から2012

年 10 月，新潟では，2014 年 6 月から

2014年 10月である. 

(3)間隙水圧の観測方法 作土下端の間

隙水圧の変化を，テンシオメータにより

測定した.なお，作土層下端を基準とし

て，間隙水圧の測定結果が正圧もしく

は，0 に近いとき，作土内が静水圧分布になっていると仮定して間隙水圧を『圃場内水位』とみなして

以下では考察する. 

 

 
図 1  新潟の暗渠排水量と降雨量の推移(a),下段:暗渠排水量と圃場内水

位の関係(b) (2014/7/17～2014/7/20) 
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３．結果および考察 

(新潟と福井の比較）水位下降時の暗

渠流量について比較すると，新潟では

圃場内水位が作土下端に近づくと，暗

渠流量がピーク流量の 1/10程度となっ

たが，福井では圃場内水位が作土下端

以下に低下しても，引き続き大きな暗

渠流量が観測された.下層の透水性が小

さい新潟では，暗渠流量が，耕盤上の滞

水水位によって決まるのに対し，下層

の透水性が大きい福井では，暗渠流量

が吸水渠上の地下水位によって決まる

ことを示唆している. 

（新潟）期間の降雨量が多い時期（図 1）

と少ない時期（図２）で，圃場内水位と

暗渠排水量の関係の経時的な変化を比

較した.期間降雨量が多い湿った状態

（図 1）では，同じ水位の時の排水量は，

水位下降時の方が上昇時よりも小さな

排水量となった.乾燥状態での降雨（図

2）では，逆に水位下降時の方が上昇時

よりも排水量は大きくなった.この関係

は，図 2 のような二価性を示すのが一

般的であるが，図 1 のようになった原

因としては，粘質土であるためにテン

シオメータの反応が鈍く，測定された

テンシオメータ圧が作土下端の水圧を

過小評価している可能性があると思わ

れる。また，暗渠流量と圃場内の水位と

の関係から，降雨前の乾湿条件により

ヒステリシスの傾向に違いがあること

が確認された. 

（福井）夏期の乾燥を受けた後の豪雨

の流出特性を図 3に示す.圃場内水位が

上昇する際に暗渠流量が低下した.これは大きな降雨によって急激に排水路水位が上昇したためである. 

４．まとめ 

下層の透水性が異なる粘土質転換畑での観測結果から，下層の透水性が低い時には，暗渠流量は作土内

の滞水水位により決まり下層への水の貯留やその排水はほとんど無視できることが明らかになった. 
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図 2 新潟の暗渠排水量と降雨量の推移(a),下段:暗渠排水量と圃場内水
位の関係(b) (2014/8/7～2014/8/10)

図 3 福井の暗渠排水量と降雨量の推移(a),下段:暗渠排水量と圃場内水位

の関係(b)(2012/9/6～2012/9/8) 
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